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平成 29 年 6 月 17 日（土）～18 日幕張メッセにて開催され、以前お知らせした通り静臨技から 3 名

が表彰されました。 

左：優秀論文賞 鈴木 駿輔技師（静岡県立総合病院） 

中央：最優秀論文賞 村越 大輝技師（静岡県立総合病院） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

中央：優秀演題賞 須藤 敬文技師（静岡赤十字病院） 
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厚生労働大臣表彰を受賞して 
遠州病院 伊藤喜章 

 
好天というか猛暑に近かった６月２３日（金）に東京の霞が関にある霞山会館において、一

般社団法人日本臨床衛生検査技師会創立６５周年・法人化５５周年記念式典が行われました。

横地代表理事副会長の開式に始まり、代表理事会長の宮島会長の式辞、衆議院議員衛藤征士郎

先生、参議院議員古川俊治先生、日本医師会会長横倉義武先生の祝辞を頂き、その後厚生労働

大臣表彰が行われました。各県の会長や日臨技の役員理事や事務職員が見守る中、全国で９３

名受賞された中、静岡県からは、三宅和秀（清水厚生病院）山田哲司（聖隷三方原病院）伊藤

喜章（遠州病院）の３名が表彰されました。いずれの受賞者も正装で身が引き締まり、緊張し

ている様子が非常に伝わってきました。 

その後記念講演会にて三井記念病院の病院長の高本眞一先生から「患者とともに生きる」の

講演を頂き、記念祝賀会へと流れて行き、皆が一息ついた時、公務で遅れての参加となりまし

た塩崎厚生労働大臣からお祝いのお言葉を頂きました。祝賀会も順調に進み、受賞者たちは一

日の緊張から解放され、思い思いにおしゃべりし、名刺交換し、皇居や国会議事堂を眼下に捉

える景色を記念にと写真を撮る姿が印象に残りました。 

 

最後に、受賞者を代表して、幸運にも受賞させて頂いた事に感謝し、かつ技師会活動に参加

させて頂けている職場の上司・同僚・スタッフ等の理解・協力にも感謝し、今後も静岡県の技

師会の為に頑張って行こうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

左から山田 哲司氏(聖隷三方原病院・現日臨技理事）三宅 和秀氏（清水厚生病院・現静臨技監事）

伊藤 喜章氏遠州病院・現静臨技事務局長） 
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第 66 回 日本医学検査学会 視察報告 
 

                           静臨技会計部長 市川千津子 

 

来年 5 月 12 日(土)13 日(日)に浜松で第 67 回日本医学検査学会が浜松で開催されます。今年

6 月 17 日(土)18 日(日)に千葉県幕張メッセで第 66

回医学検査学会が開催され、この学会がどのよう

に運営されているかを全国学会運営委員と学術代

表の 12 名で視察に行ってきました。千臨技主催で

前日午後に開催されるスキルアップセミナーにつ

いて企画から終了までの運用方法、毎年非常に混

雑し課題となる初日の参加受付とランチョンセミナーのチケット配

布の様子、各講演・シンポジウム・ランチョンセミナー・スイーツセ

ミナー・各会場の運営について、機器展示会場、

書籍販売、物産展、懇親会、各会場の連携、会

員ボランティアの担当業務やイベント会社との連携、駅から会場まで

の案内など各々分担して視察してきました。千臨技からは多くの情報

提供をいただく事ができ、来年の開催までにはまだまだ多くの事を休

む間もなく進めて行かなければならない事が分かりました。JAMT マ

ガジンへ第67回医学検査学会の案内をするタイミングに合わせて進め

ていく作業もあり、特に学術に関しては非常に多くの作業があり、早め

早めに進めていく必要を痛感してきました。演題数については担当県

が 568 演題中 77 演題と全体の 1 割強を占めていたので、会員の皆様からは多くの抄録を出し

ていただきたいと願います。 

また、今回の視察では浜松学会の案内も目的だったた

め、浜松市のご協力を得て家康君と直虎ちゃんも 2 日

間浜松から駆けつけてくれました。展示会場ではこの 2

人と一緒に来年の学会

パンフレット等とうな

ぎパイを来場者に配布

し浜松開催をピーアー

ルしてきました。家康君

と直虎ちゃんと写真撮

影、時間によってはチー

バ君とのコラボもあり非

常に盛り上がり、懇親会

場で浜松学会の紹介をし

た時にはお酒の席はＮＧというお二人も会場外で一緒

に参加していただきました。そして、うなぎパイの人気

にもビックリです。第 67 回医学検査学会を成功させる

ため、全国学会運営委員一同身を引き締めて進めていき

たいと思います。 

 

 

家康くん、直虎ちゃんと共に浜松学会のPR 

 

展示会のブース前での次回学会PR 

懇親会での次回学会PR 
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視察風景 

第66回千葉開催学会の開会式 

 

開会式直後の受付の様子 

展示場通路に掲示された浜松学会ポスター（右端） 

 

学会式典で次回開催の宣言 

 

展示場内の次回学会PRブース 

 

家康君と直虎ちゃんと共に次回学会PR 
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生体間臓器移植について想うこと 
聖隷浜松病院 匿名投稿者 

 

 

移植に関する講演を聴いた。講演中、5 歳の女の子が出演している動画が上映された。肝臓

の移植を受けた子であった。動画では元気に走り回っており、将来は美容師になりたいらしい。

そして、それを見守る母親は娘の元気な姿の背景にドナーがいる事に唯々感謝し、そのドナー

を見送った家族の心情を想い涙していた。 

 

一連の動画を見て泣きそうになってしまったのは年のせいかもしれないが、自分はドナーを

希望するのだろうか？と考えた。講演中、「臓器提供しても良いと思う人」という問いかけに

思わず手を挙げてしまったが、本当の所どうするだろう？家族の事を想い少し考えた結果、答

えは「ドナー登録してもしもの時は臓器提供する」である。医療従事者として現実の臓器提供

に触れているからこその理由ももちろん挙げられるが、何より父として家族に自分の決断を理

解してもらい、心の中で生きていたいと思った事が一番の理由だ。自分は小学 1 年生の頃に父

を亡くした。あの頃の事はあまり覚えていないが、朧気ながらに「怖かった」記憶がある。意

識を失いベッドに横たわる父が「人」ではないように見えたのだと思う。自分がもし脳死状態

になったら家族はどう思うだろうか？脳死のままでも肉体がそこにあるだけで良いと思って

くれるかもしれないし、そうではないかもしれない。それを考えるとやはり自分自身が脳死後

どうしたいか「意思を示す」事は重要だと思う。自分は脳死＝死と捉えている。家族に介護等

の迷惑をかけたくない。そして、もう戻れないのならせめて誰かの役に立ち、その志を子供達

に示したいそう想った。 

  

講演中にも関わらず、熱い想いがこみ上げてしまいまたしても泣きそうになってしまったの

も年のせいだろう。さて、臓器提供するためのドナー登録はどうすればできるのだろう？思い

立ったが吉日、今度調べて機会があれば登録してみようと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員投稿 
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臨床検査関連研修会・講習会 (1) 
 

平成 29年 7月 15日までに申請を受理し承認された研修会等を、下表のとおりお知らせします。 

1. 各研修会の詳細については、別紙の【研修会案内】をご確認ください。 

                                   平成 29年（8）（敬称略） 

 

平成 29年 

8月 19日（土） 

10：00 ～ 16：00 

 

 

浜松医科大学医学部 

講義実習棟 1階 

病理実習室 

 

会 員    3,000円 

賛助会員  3,000円 

非会員    6,000円 

学生（当日学生証を提

示いただくと会員料金

で受講できます） 

 

※日臨技会員証を必

ずご持参下さい。 

※他都道府県技師会

（地臨技）の会員の方

も日臨技会員であれば

会員料金での受講が可

能です。 

※日臨技非会員およ

び静臨技非会員の方は

非会員料金となります

のでご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度 第 2回 病理細胞部門研修会 

 

＜テーマ＞  

細胞検査士資格取得を目指す仲間とともに 

顕微鏡を覗こう！ 

～ひとりひとりの実力に合わせた細胞診寺子屋～ 

 

静臨技病理細胞部門では一人でも多くの細胞検査士を

増やす目的の研修会を開催しています。 

今年受験予定の方はもちろんのこと、細胞診業務の初

心者なども対象とした将来の細胞検査士仲間のための顕

微鏡実習を企画しました。参加目的は試験対策としても

よし、丁寧に細胞所見を勉強してみるのもよし、基礎の

基礎から細胞診と向き合うのもよし、細胞診を勉強して

いる仲間を探しに来るのもよし・・。いくつかのグルー

プに分け、試験対策に繋がる症例を中心に受講者の皆さ

んが自由に鏡検できる研修スタイル、さらに経験豊富な

細胞検査士がそれぞれのニーズに合わせた個人レベルで

のレクチャーを行う研修スタイルも計画しています。 

同志の集う細胞診寺子屋で一緒に楽しく勉強しましょ

う！！ 

 

【研修内容（仮）】 

※詳細な時間割は研修会当日お知らせします。 

9：20～ 受付開始 

 9：50～ 開会・日程説明 

10：00～ グループごと自由鏡検・レクチャー 

12：00～ 昼食休憩（別室移動） 

13：00～ グループごと自由鏡検・レクチャー 

16：00～ 閉会 

研修会終了後に懇親会を予定しています。 

受講申し込みをされた方に後日、懇親会のご案内を

させて頂きます。 

 

募集人数は 30名程度を予定しています。 

顕微鏡の準備の都合上、事前申し込み制 

7月 31日（月）17：00 までに 

①所属施設名・②氏名・③細胞検査士試験受験回数を

添えて、下記アドレスにメールにてお願いします。 

Mail address：shizuringibyouri@yahoo.co.jp 

※メール申し込みが困難な方は電話（問い合わせ欄参

照）でも承ります。 

 

 

No.（170013237） 

専門－20点 

 

 

【問い合わせ先】 
 

病理細胞部門 

山田清隆   

              

静岡赤十字病院 

病理診断科部  

 

TEL：054-254-4311 

Email：shizuringibyouri 

@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会 案内 

mailto:shizuringibyouri@yahoo.co.jp
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臨床検査関連研修会・講習会 (2) 

 

平成 29年 

8月 26日（土） 

14：00 ～17：00 

 

 

アクトシティ浜松 

研修交流センター 

 52研修交流室 

 

会 員    1,000円 

賛助会員  1,000円 

非会員    2,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度 第 1回 臨床微生物部門研修会 

＜テーマ＞  

CLSI の変更点と 

      抗酸菌検査ガイドラインの変更点を学ぶ 

13：45受付 

14：00～15:00 

『近年のＣＬＳＩ変更点』 

栄研化学 マーケティング推進室 

MKT三部一課 山口 重人 先生 

15：10～16：10 

『抗酸菌ガイド ２０１６』 

 極東製薬工業株式会社  

顧問 永禮 旬（ながれ ひとし）先生 

16：20～16：50 

フリー ディスカッション 次回の勉強会の案内など 

 

懇親会を予定しております。 

参加希望者は問い合わせ先までご連絡ください。 

人数制限がありますのでお早めに申し込みください。 

（6月 17日締め切り） 

 
研修会は事前申し込み不要。当日直接会場にお越し下さい。 

 

 

No.（170012988） 

専門－20点 

 

 

【問い合わせ先】 
 

臨床微生物部門    

上村 桂一   

              

中東遠総合医療センター  

 

TEL：0537-21-5555 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 

9月 2日（土） 

14：00 ～ 17：00 

 

 

 

男女共同参画センター

あざれあ  

501会議室 

 

 
 

会 員    1,000円 

賛助会員  1,000円 

非会員    2,000円 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度 第 1回 輸血・細胞治療部門研修会 

 

   

＜テーマ＞ 

血液製剤使用指針改定のポイント  

 

＜内 容＞ 

血液製剤の使用指針が先日改訂されました。その改訂の

ポイントを輸血用血液製剤、血漿分画製剤の分野別に日本

赤十字社、日本血液製剤機構より講師をお招きし解説して

いただきます。血液製剤の適正使用にも関わる内容となり、

施設での輸血対応のアドバイスにもつながり、指針の改訂に

ついて質問する機会にもなります。奮ってご参加ください。 

 

＜講 師＞ 

静岡県赤十字血液センター 所長  竹尾 高明 先生 

 

一般社団法人日本血液製剤機構 

東海統括部エリアプロダクトマネージャー  山口 聡 先生 

 

事前申し込み不要。直接会場へお越し下さい。 

 

 

No.（170015543） 

専門－20点 

 

 

【問い合わせ先】 

 

輸血・細胞治療部門   

梁瀬 博文 

 

静岡県立静岡がんセンター 

 

TEL：055-989-5222 
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臨床検査関連研修会・講習会 (3) 
 

 

研修会・講習会の詳細は、開催案内やホームページでご確認下さい。 

台風など天災の影響により開催が危ぶまれる場合は、必ずホームページを確認してください。 

 

平成 29年 

9月 16日（土） 

14：00 ～ 17：00 

 

      

静岡市立静岡病院  

  12F 講堂 

 

  

 

 

会 員    1,000円 

賛助会員  1,000円 

非会員    2,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度 第 3回 臨床血液部門研修会 

 

＜テーマ＞ 

『発見と気付き！』細胞形態像から臨床を考えよう 

基礎～応用編 

 

1．平成２９年度 静岡臨床検査精度管理調査の 

血液像について 

～調査の目的と標本観察のポイント～ 

 

  JA 静岡県厚生連 遠州病院 臨床検査科 

 市川 佐知子 技師 

 

2．総合血液検査装置からの臨床貢献/ADVIA 2120i 

 

シーメンスヘルスケア 

・ダイアグノスティクス 株式会社 

LD 事業本部ラボラトリーソリューション部  

血液／スペシャリティー製品グループ   

池田 尚隆 先生 

 

1. ダイナミックに細胞形態を考える  

～顆粒球系細胞を中心に～ 

 

静岡赤十字病院 検査部          

大畑 雅彦 技師 

 

今回はルーチン検査では欠かせない血液像に焦点

を当てて、研修会を企画しました。今年度の精度管理

調査で出題された血液像の標本観察ポイントや、顆粒

球系細胞を色々な視点からダイナミックに細胞形態

を考えるという、今までに類をみない講演内容となっ

ています。初級者～上級者まで血液病学、血液学、血

液形態学の面白さを実感できる、またルーチンに直結

した内容の為、指導する立場の方々にも是非ご参加頂

きたいと思います。 

 

事前申し込み不要。 

当日、直接会場にお越しください。 

 

 

 

No.（170012742） 

専門－20点 

 

 

【問い合わせ先】 
 

臨床血液部門    

大橋 勝春   

              

独立行政法人  

地域医療機能推進機構 

三島総合病院   

 

TEL：055-975-5545 
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研修会 終了報告  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

事業名 平成29年度 第1回 臨床生理部門研修会  

神経生理検査セミナー 「基礎と実践」 

開催日 平成 29年 6月 24日（土） 

会 場 静岡市立静岡病院 

参加人数  75人 

内 容 今回、神経生理セミナー「基礎と実践」ということで、日本光電工業株式会社 

千葉政一先生と大垣市民病院 石郷景子先生に神経伝導検査における ME の基

本から実際の検査について講義と実践指導を行って頂きました。 

大変多くの方にご参加頂き、実際に先生たちの指導を受けられた方は少数でし

たが、検査のコツやピットフォールをその場で見られる貴重な時間になりまし

た。 

 この研修会で学んだことが皆様の業務の一助となれば幸いです。 

                 

事業名 平成29年度第1回病理細胞部門研修会 

開催日 平成 29年 6月 24日（土） 

会 場 静岡赤十字病院 2号館 4階 第 1・2会議室 

参加人数 73人 

内 容 病理細胞部門では今年度最初の事業として細胞検査士養成を目的とした研修 

会を開催致しました。細胞診経験に差のある新人から受験予定者まで同じ会場で

同じ内容の講義が受けられる研修スタイルを企画したところ、県内外ともに多く

の方に参加していただくことができました。受講者、運営陣ともに大変充実した

研修会となりました。 
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平成29年度定時総会 書面表決意見 
＜第１号議案＞ 

・434832 松本
まつもと

 侑子
ゆ うこ

 様＜コミュニティーホスピタル甲賀病院＞ 

「静臨技ニュース」の個人情報の掲載は見直しを検討してほしい。 

本人の許可なしに掲載するのは、個人情報保護上、問題があると思う（希望する人は載せ 

ればいいと思うが）。他の県でも、行っているのでしょうか？必要な理由の説明がないと納 

得できないです。 

・224990 大石
おおいし

 直
なお

弘
ひろ

 様＜自宅会員＞ 

「静臨技ニュース」の会員の異動は、個人情報の観点上、掲載を控えた方が良いと思う。 

【回答】 

「静臨技ニュース」は主に静臨技に関連する情報の発信を目的として、配布先を静臨技会員 

   と賛助会員に限定し発行されている会報誌です。従いまして、変更後の正確な会員情報を遅滞 

   なく通知することは、誤配達や誤連絡などの混乱を防ぎ、適正に会務を遂行する観点から組織 

   運営の責務と考えております。尚、HP に掲載しています会報誌は県内外の不特定の方が閲覧 

   可能なことを考慮し会員の異動部分は掲載していません。関連しまして、会員名簿を年一回発 

   行していますが、発行後の会員情報の変更は名簿上に反映出来ませんので、「静臨技ニュー

ス」に掲載させていただいています。  

一方で個人情報保護に関して理事会でも例年議論されており、改善策として名簿や紙面を 

利用した会員情報の公表は取止め、HP を利用した名簿の電子化を導入すべく現在検討してい 

ます。イメージとしましては、会員番号と任意のパスワードによって会員のみが閲覧できる仕 

組みであり、会員情報の変更についても適時データ更新することで会報誌への掲載は不要とな 

ります。旧HP ではシステム上組み込むことが不可能でしたが、昨年更新された HP は会員名 

簿を組み込むことが可能となりました。しかし実施には仕様の検討や費用計上などを計画的に 

行なう必要がありますので、今年度は例年同様に名簿の発行と異動情報の会報誌掲載を続けさ 

せていただきたいと考えていますので、ご理解をいただきたく存じます。 

現状の紙面やHP 掲載以降のいずれにしましても、公開を控えたいという方のご要望には適 

   宜お応え致しますので、組織部までお申し出ください。 

＜第 2 号議案＞  

・224990 大石
おおいし

 直
なお

弘
ひろ

 様＜自宅会員＞ 

給料手当が 1.3 倍に上がっていますが、その理由は？ 

【回答】 

給料手当は事務所委託事務員に対して静臨技から年 2 回賞与という形で支払われています。 

委託会社からの了承も取れていますが、1.3 倍の増加分の金額は 2 万円程度になります。通常 

年度初めは会員情報の取りまとめや郵送・配送作業が多いのですが、昨年度は理事交代時期で 

もあり定時総会に絡む作業も多くありました。このため作業が時間外に及ぶことが多々あり、 

業務に尽力された事への感謝として夏季賞与に増額させていただきました。冬季賞与は通常の 

支払いをいたしました。 

＜その他＞ 

・234050 田中
た なか

 利
とし

克
かつ

 様＜佐久間病院＞ 

各種研修会の会場の大半が静岡市ですが、毎回、移動の費用が発生します。東・中・西部で 

バランスよく開催してください。東・西部と、中部の技師間の不利益を感じます。 

【回答】 

貴重なご意見ありがとうございます。研修会の会場については、静岡県全域から集まりやす 

い場所であり、駅から徒歩で行けるような施設が確保しやすいという事で、静岡市開催が多く 

なってしまっているのが現状です。 

執行部といたしましては、今回のご意見を真摯に受け止め、今後は、会員負担のバランスを 

できるだけ考慮するため、参加会員数が多く望める研修会を中心に、東・西部地区での開催を 

企画するよう各学術部門と協力し検討していきたいと考えます。 
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☆ 会員投稿募集 ☆ 

技師会では会員の皆様の原稿を募集しています。ジャンル等は問いません。 

※採用された方には粗品を進呈いたします。 

ご意見・ご要望・情報等もお待ちしております。 

 

渉外広報部（編集責任者）薗田明広まで sonoda.ghp.pref.shizuoka@gmail.com 

本報（抜粋カラー版）をホームページに掲載しましたので是非ご覧ください。 

 

☆ 求 人 情 報 ☆ 

   (一社) 静岡県臨床衛生検査技師会では、ホームページに求人情報の掲載を行っています。 

求人情報掲載の申し込み方法等のお問い合わせ先 

〒432-8580浜松市中区富塚町328  

           浜松医療センター 臨床検査技術科 佐原卓夫まで。 

E-mail：osigoto@samt.or.jp   

TEL：053-453-7111（内線8421） 

 

 
 

   

 

8 月 

19日（土）平成 29年度 第 2回 病理細胞部門研修会         ：浜松医科大学医学部 

 講義実習棟 1F 

19日（土）～20日（日） 

    検体採取等に関する厚生労働省指定講習会          ：名古屋市立大学病院 
22日（火）静岡県医師会臨床検査精度管理委員会            ：静岡県医師会館 

26日（土）平成 29年度 第 1回 臨床微生物部門研修会         ：アクトシティ 

研修交流センター 

未定  静臨技理事会+全国学会実行委員会              ：技師会事務所 

 

 

9 月 

2日（土）平成 29年度 第 1回 輸血・細胞治療部門研修会        ：あざれあ  

16日（土）平成 29年度 第 3回 臨床血液部門研修会            ：静岡市立静岡病院 

未定  静臨技理事会+全国学会実行委員会               ：技師会事務所 

  9月 30日 

～10月 1日 平成 29年度日臨技中部圏支部医学検査学会（第 56回） ：名古屋国際会議場 

 

 

10 月 
22日（日）第 34回 静岡県臨床検査精度管理調査報告会          ：あざれあ 

未定  静臨技理事会+全国学会実行委員会                ：技師会事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年8月・9月・10月の行事予定 
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検体採取等に関する厚生労働省指定講習会への 

受講参加について 

（お願い） 

検体採取等に関する厚生労働省指定講習会は、臨床検査技師国家資格の 

追加講習にあたるものです。 

現在、臨床検査技師になるべく大学等で学んでいる学生達は、来年以降の 

卒業生より本資格を保有して就職してきます。 

私たちがこの資格を得るためには、検体採取等に関する厚生労働省指定講 

習会を受講する必要があります。7 月 1 日現在、静岡県の受講率は 43% 

(会員数 1,652 人、うち会員の修了者数 711 人)と低く。全国のワースト10 

に入っているほどです。法改正に携わっていただいた厚生労働省から全国の 

会員に向けて早期の受講のうえ、検体採取の実践を期待されています。 

来年度以降新卒者が一気に受講しますので、かなりの混雑が予測されます。 

早めの受講をお願いします。 


